
日本共産党 〇

市民 ﾌｫｰﾗﾑ 〇

啓政会 ×

公明党 ×

ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄ川越 21 ×

民主党 ×

市民クラブ ×

自民クラブ ×

県
と
市
が
共
同
し
て
、
劇
場
型
多
目
的
ホ
ー

ル

（千
七
百
席
）
県
地
方
庁
舎
、
交
流
広
場
、

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
に
ぎ
わ
い
施
設

な
ど
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
場

所
は
現
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
、
県

・
市

・

民
間
所
有
地
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
県
と
市

が
協
力
し
て
公
有
地
化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
建
設
に
は
民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用

す
る
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

市
負
担
分
は
、
百
八
十
二
億
九
千
八
百
万

円

（債
務
負
担
行
為
）
で
金
利
を
加
え
る
と

百
九
十
五
億
円
に
な
り
、
平
成
二
十
年
か
ら

平
成
四
十
三
年
に
わ
た
り
支
払
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
事
業
は

頭
金
が
少
な
く
て
す
む
と
い
う
利
点
は
あ
る

が
全
国
で
も
失
敗
し
て
い
る
例
も
あ
り
慎
重

に
対
応
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

〝
異
常
な
差
別
制
度
は
中
止

・
廃
止
を

〟
と

い
う
怒
り
の
声
の
中
、
四
月
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に

「医

療
制
度
改
革
」
の
名
で
小
泉
内
閣
と
自
民
党

・

公
明
党
が
強
行
し
て
決
め
た
も
の
で
す
。
七

十
五
歳
以
上
の
人
を
機
械
的
に

「後
期
」
高

齢
者
と
し
て
、
現
在
の
医
療
保
険
か
ら
追
い

出
し
、
負
担
増
と
治
療
制
限
を
強
い
る
仕
組

み
に
囲
い
込
む
と
い
う
世
界
に
類
の
な
い
差

別
医
療
制
度
で
す
。

今
議
会
で
、

「川
越
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
保

険
料
は
、
年
金
収
入
が
百
六
十
八
万
円
以
下

（単
身
者
）
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険
に
比

べ
て
も
保
険
料
が
高
く
な
り
、
低
所
得
者

へ

の
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
保
険
料
は
介
護
保
険
料
と
あ
わ
せ
て

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
埼
玉
県
は
全

国
平
均
よ
り
保
険
料
が
高
く
な
り
ま
す
が
、

県
独
自
の
補
助
も
な
く
、
低
所
得
者
に
対
す

る
市
独
自
の
減
免
制
度
な
ど
も
検
討
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

「か
か
り
つ
け
医
」

「包
括
払

い
」

「終
末
期
の
自
宅
で
の
看
取
り
」
な
ど
、

今
ま
で
受
け
て
い
た
医
療
の
制
限
が
懸
念
さ

れ
、
自
治
体
や
医
療
関
係
者
か
ら
も
反
対
の

声
が
多
数
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

「長
生
き
し
て
良
か
っ
た
」
と
、
長
寿
を

祝
え
る
社
会
を
守
る
た
め
、
中
止

・
廃
止
が

必
要
で
す
。

今
議
会
に

「後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
充

実
を
求
め
る
請
願
」

（医
療
生
協
さ
い
た
ま
）

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

「こ
の
制

度
の
中
止

・
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府

に
送
付
し
て
下
さ
い
」
な
ど
の
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
中
止

・
廃
止
を

請
願
に
賛
成
は

日
本
共
産
党
と

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
み

日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
は
国
会
で
二

月
八
日

「労
働
者
派
遣
法
」
の
抜
本
改
正
を

要
求
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ

う
し
た
な
か
日
本
共
産
党
議
員
団
は
今
議
会

で
福
祉
労
働
者
の
待
遇
に
つ
い
て

一
般
質
問

し
ま
し
た
。

介
護
保
険
が
は
じ
ま
っ
て
以
来
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
事
業
所
が
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、

非
正
規
雇
用
も
多
く
低
賃
金
で
、
働
き
続
け

ら
れ
な
い
と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
事

業
者
任
せ
で
、
市
と
し
て
労
働
者
の
実
態
に

つ
い
て
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
業

者
任
せ
に
せ
ず
、
現
状
の
把
握
を
行
う
よ
う

提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
園
や
学
童
保
育
で
も
多
く
が

臨
時
職
員
と
な
っ
て
お
り
、
同
じ
労
働
を
し

て
も
正
規
職
員
と
待
遇
に
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。
公
的
な
職
場
で
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を

生
ま
な
い
よ
う
、
待
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

非
正
規
雇
用
の
過
酷
な
実
態
に
た
い
し
、

日
本
共
産
党
は
、
日
雇
い
派
遣
中
止
、
大
企

業
の
違
法
を
規
制
し
、
労
働
者
派
遣
法
を

「働
く
人
を
守
る
法
律
」
に
改
正
す
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
を

市
庁
舎
の
川
越
駅
西
口
移
転
問
題
に
つ
い
て

市
長
は
、
現
庁
舎
が
三
十
五
年
た
ち
、
耐

震

・
狭
隘

・
老
朽
化
に
伴
い
、
市
役
所
を
利

便
性
の
高
い
川
越
駅
西
口
の
市
有
地
に
移
転

し
た
い
と
の
構
想
を
発
表
し
、
今
年
度
予
算

に
調
査
費
を
五
百
万
円
、
西
口
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
見
直
し
に
約

一
千
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
三
十
六
年
前
現
庁
舎
か

西
口
移
転
か
と
論
議
が
あ
っ
た
時
、
東
上
線
、

Ｊ
Ｒ
の
駅
に
近
く
利
便
性
が
高
い
こ
と
な
ど

か
ら
西
口
移
転
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

も
し
、
西
口
に
移
転
す
る
な
ら
、
①
現
庁

舎
周
辺
市
民
の
意
見
を
よ
く
き
き
、
現
庁
舎

の
今
後
の
あ
り
方
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
、

②
市
民
に
喜
ば
れ
て
い
る
施
策
を
後
退
さ
せ

た
り
市
民
負
担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
な
財
政

計
画
を
作
る
こ
と
、
③
西
口
周
辺
に
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
、
な
ど
を
今

後
論
議
す
る
予
定
で
す
。

"住民こそ主人公の立場に立って〟日本共産党

地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
は
建
設
を
慎
重
に

三
月
市
議
会
は
、
二
月
二
十
六
日
開
会

し
、
二
十
六
日
間
の
会
期
で
三
月
二
十

一

日
閉
会
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
市
長
提
案
の
四
十
二
議

案
中
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
、

国
保
税

一
部
改
正
条
例
案

（年
金
か
ら
天

引
き
）

一
般
会
計
予
算
案
な
ど
市
民
負
担

を
強
い
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
六
議
案
に
反
対
し
、
三
十
六
議
案
に
賛

成
し
ま
し
た
。
な
お
、
日
本
共
産
党
以
外

の
他
会
派
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
は
日
本
共
産
党
と
と
も
に
、
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
人
が
反
対
し
た
他
は
全
て

の
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

来
年
度
予
算
案
に
対
し
、
日
本
共
産
党

の
本
山
修

一
議
員
が
次
の
要
旨
の
反
対
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
が
市
議
会
に
報

告
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
身
近
な
生
活
道

路
な
ど
の
予
算
が
つ
か
ず
地
域
要
望
が
積

み
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
小
中
学
校
や
公

民
館
施
設
な
ど

へ

の
必
要
な
修
繕
の

予
算
措
置
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
。

市
庁
舎
で
特
別
委
員
会
設
置

―
三
月
議
会
の
経
過
―

「後期高齢者医療制度の充実を求

める請願」に対する各会派の態度

〇は賛成、×は反対

日本共産党議員団は、みなさんの声を大切にをモットーに、市民の目線に立って市議会で議案質疑・一般質問を通じて提案をしています。


